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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成績概要は，第1表に示す如くであり，本剤投与成

　　〔1〕　緒　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　績と他所見と一致適中と認められたもの，即ち妊娠例

近年所謂免疫学的妊娠反応が一般の関心を集めっs　　では出血を見ず，非妊娠では出血を来した例は・27例

あるが，現在も尚実際的には基礎体温曲線の変動や，　　　中例24で，その的中率は89％と高率であつた。尚消槻

女性ホルモン剤投与による消裾性出血の有無等よりす　　　性出血を見た例では，出血の発来日は大多数が3日～

る臨床的妊娠診断法が応用されることが多い。特に　　　5日であつた。

GestagenとEstrogen合剤の投与が最も汎用され，　　　更に2～3の点につき検討すると表2以下の如くで

各種製剤（EPホルモソ，新EPホルモン等）にょる　　　ある。先づ妊娠，非妊娠例では第2表の如く，妊娠例

臨床成績が今日逡に各方面より数多く発表されてい　　　］3例，非妊娠例14例の内，適中は各々12例で両者間に

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全く差異は認められない。叉経産別，年令別では，第

　我々は，今回Duogynon　Oral（日独薬品）の提供　　　3，4表の如く，これ又特別な関係は認められなかつ

を受け，妊娠診断法の応用につき臨床検討を行ったの　　た。更に最終月経の初日から，本剤投与開始日迄の日

で，現在迄の成績につき報告する。尚，Duogynon　　数（33～95日）との関係は，第5表の如くであり，妊

Oralは一錠中に，ノルエステロンアセタート］．O．Omp　　娠例での不適中は，46日目の症例であるが，非妊娠例

とエストラジオールO．02ngを含有する錠剤である。　　　での2例の不適中例（24才と48才）が何れも60日以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の例である事は興味深いと考えられる。

　　　〔1〕　実験対象及び実験方法　　　　　　　　　　　　　（ii）　基礎体温曲線に及ぼす影響

　対象は昭和38年10月以降，無月経を主訴として信　　　　一部の例で投与前後の基礎体温測定を実施したが，

大，及び俊久綜合病院の産婦人科外来に来院せる患者　　　代表的症例は第1図～第2図の如くであり，服用後，

27例全例に1日1錠宛2日間連続投与し，3～6日後　　　翌日から高温相を示すものが多く，症例（11）では

の消観性出血の有無につき観察し，妊娠反応，子宮内　　　3日目，症例（15）では2日目より消槌出血が開始し　’

膜検査，入工姫娠中絶成績等と比較検討した。　　　　　　ている。　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iii）副作用
　　　〔皿〕臨床成績　　　　　　　　　　　　　　　　我々の観察せる27例に於ては，特に投薬による特記

　　（i）成績概要　　　　　　　　　　　　　　　　すべき副作用は1例も認められず，又その後の月経情
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第2表　　妊娠の有無との関係　　　　　・　　　第4表　　年令との関係

＼＼1症例釧適中1構中　　＼＼1翻数陣回穂中
妊娠例　13，，，ll，。，、（濾％，　・・才台114｛ll・2側・｛｝

　　一一　　、2　2　3・才台1・｛ll・倒・
非妊娠例 @14（85・・％）（・4・37％）　・・才台1・｛ll・｛gy・｛1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上が妊娠例，下が非妊娠例）

第3衷　　経産との関係

＼＼＿1翻数随刺不適中　第5表　投与との関係
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　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EP　1日6錠2日間連続投与），

第1図本剤撚 J謡1との関係　　　欄④（・・…錠・目間醗投
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与），福田②（新EP1日3錠3日間

99、0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連続投与）等により，何れも高率の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適中率を有し臨床的にも充分応用可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能なる事が報ぜられている。我々の
98．○．．＿1＿＿＿一・・」………一・一一一一一・…一一一・……………‘’”一’…　…’　今回使用したDuogynon　O「alで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もその的中率は，妊娠，非妊娠例共

97．o　　　　　替　 ua　　晦めて朗であり・　ve娠の早期診
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断続発性無月経の月経誘発等に，十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分使用しうるものと思われた。その

　　　　　　薇与日（1職）ua出MR嚢蹴1鵬，°翻欝繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事，又副作用も少い事等多くの長所

　第2図　　本剤投与とB・B・T・との関係　　　　　　　　を有し，今後期待し得る製剤と考え

　　　　　　　　　　　　（症例N・・15）　　　　　　られ識。硬に調経騨の側

gg．o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等の応用についても検討を進めたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔V〕結　　語
98．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1錠中，ノルェチステPンアセタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ート10㎎とエチnルエストラジtl　－

9ブ．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル0，02mpを含む，　Du。gynon　Oral

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を，無月経患者に，ユ日1錠2日聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ig　　　　　　　　・　連続投与し、妊娠診断，月経誘発等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にっき観察し，少量短時間で極めて

況に著変を来した例も認められなかつた。　　　　　　　好成績を得る事を確認した。本剤は副作用も特記すべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きものも無く，実際的にも充分使用価値あるものと考

　　〔W〕考 按　　　　　　　 えられる。

近年のSteroid化学の進歩は真に目覚ましいものが
あり，年毎に臨床効果の強力な各種新製品が出現しっ　　　　（岩井教授の御揚縣・御校閲を深謝する）

NあるEstrogenとGestagenの合剤に関しても，
・94・年Z。ndeckの無服の治療への応用以来，この　　　主要蝋・

面の研究が大いに遜められ，1950年Schwarzが本剤　　　①赤須・他；産婦の実際，3，　87，ユ958．

の投与による出血の有無より妊娠の早期診断が出来る　　②福田・他；産婦の世界，12・1097・ユ960・

と発表して以来，特に注目を集めるに至つた。本邦に　　　③国et　t他；産婦の世界，8，1040，1956．

於ても，各方面より詳細な追試が行なわれ，最近では　　　④竹村・他；産婦の世界，8，1283，1S56・

錠剤の経口投与成績に関しても多くの発蓑がある。即　　　⑤濃辺・他；産婦の世界，8，　54，1956．

ち譲辺⑤（EP・日蝦3繭鰍投与），国貞③


